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調査内容 

祖父母の家に古い掛時計があります。名古屋でも昔時計の製造がさかん

だったと聞いたのですが本当でしょうか。 

調査手順 

まず『新修名古屋市史』を見てみると、『新修名古屋市史 第 5巻』の 238ページに時計

製造業が開始されたという記述を見つけることができました。また『新修名古屋市史 年表』

によると明治 20（1887）年 時盛舎設立。明治 24（1891）年 時盛舎、林時計製造所と改

称。と記述されています。明治時代に名古屋で掛時計の製造がはじめられたことがわかりま

す。 

調査結果 

 時計の生産地として名古屋の時計産業は、林市兵衛と岡崎在住の中条勇次郎の二

人が起点となり、アメリカ製のボンボン時計（ボンボンと鳴って時刻を知らせる）を参考

にして、時計の製造が始められました。林市兵衛は時盛舎を設立し、明治 24（1891）

年に林時計製造所と改称し、翌年名古屋市松山町に工場を新設し、本格的に量産を

開始します。その後名古屋には多くの時計の製造会社が誕生し、国内において時計産

業の中心に成長しました。当時の西洋文明のハイカラな掛時計の音が名古屋に鳴り響

いていたのでしょうね。 

今回の調査で使った資料 

『新修名古屋市史 第 5巻』 新修名古屋市史編集委員会／編 名古屋市 2000 

『新修名古屋市史 第 10巻』 新修名古屋市史編集委員会／編 名古屋市 2001 

『愛知県史 通史編 6 近代』 愛知県史編さん委員会／編 愛知県 2017 

『名古屋時計業界沿革史』 吉田浅一／編纂 商工界 1953 

『名古屋の掛時計』 内田星美／著 内田星美 1980 
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